



























































































































































































































































































































































































































































































年上を ｢○○兄 (にい)｣｢○○姉 (ねぇ)｣と呼び､学
校や地域においては､地元生との関係を築いている｡さ
らに､新規生を迎えて､継続生たちが先輩として生活全
般の案内役を果たしている｡
また､センター来訪者との様々な出会いもある｡セン
ターは､職員研修に使用される他､夏休みには短期山村
留学も実施している｡センターを設置した結果､来訪者
の受け入れも可能になったのである｡2007年度の宿泊者
総数は1401名 (日帰り利用者1943名)となっており､実
施計画通り都市と山村の交流拠点としての機能を果たし
ている｡来訪者の一角に環境人間学部の学生もいる｡
学生のレポートの一部を紹介しておきたい｡1年生を
対象とした講義 ｢環境と人間｣の一環として､2008年5
月24日に地域ツアーが実施された｡講義に加えて､地域
課題などに直接触れる機会が設けられているのである｡
行き先の一つが､越知谷小学校と地域連携センターであっ
た｡現地を訪れた学生は､以下のような感想を述べてい
る｡
子どもは宝だという｡未来を担う存在であると考えれ
ば､それはまさしくそうなのだろう｡しかし､今回､越
知谷小学校ややまびこ学園､｢きちゃった｣などを見学
してこうも思った｡子どもは確かに宝である｡しかし､
子どもを軸とした人々のあたたかい交流関係こそが宝な
のではないだろうか､と｡
今回の体験を通して､地域の人たちの温かさ､教員の
方々の熱心さ､自然の豊かさ､子供たちの活き活きさ､
そのような多くのことを短時間で深く学ぶことができた｡
たった1日程度でこんなにも知ることができたのも､や
はり地域のまとまりがあってからこそだと思った｡セン
ターの方がおっしゃっていた ｢お金に代えられない心の
収穫｣というものを､私は神河町の方々によって今回収
穫できたと思う｡
学生たちは､子どもが結集点となった人々の関係性を
輪的に捉えている｡そして､都市部ではなくなりつつあ
る地域の連帯感を肌で感じながら､自らの日常生活を振
り返る機会を得ているのである｡一方で､集落の人々は､
来訪者の目を通して､都会にはない地域資源を確認する
ことになる｡大学は､学生の教育と地域課題をつなぎな
がら､双方向の関係を構築し､主体的に課題に取り組む
担い手を育てていくことがミッションの一つとしてあろ
う｡
同町は､｢育てる会｣のノウハウを活用し､留学制度
をシステム化することによって､旧制度を手探りで維持
してきた人々の思いとエネルギーを拡散させることなく､
再結集させることに成功したといえるだろう｡
確かに､校区内の人口構成は､65歳以上が41.4% (
2008年8月現在)と高齢化率が高く､里親も現在60代､
70代が担っている｡越知谷小学校の児童数も､留学生を
除けば､5年後の2013年度には42名となり現在の2割減
となる｡高齢化､過疎化の問題は､解決したわけではな
い｡だが､都市型のライフスタイルも､人とのつながり､
自然生命環境とのつながりが切れ､さまざまな問題を抱
えている｡地域交流センターは､子どもを軸として､人
間一環境系の多層多元的な<つながり><かかわり>を
生み出すキーステーションとして機能している｡同事例
は､持続可能な社会のあり方を考えていくうえでも､大
きな示唆を与えてくれているのではないだろうか｡
注
①文部科学省大臣官房文教施設企画部施設助成課 ｢廃校
施設の実態及び有効活用状況等調査研究報告書J12002
年参照｡
②若林敬子 ｢学校統廃合の社会学的研究』お茶の水書房､
1999年参照､r教育学大事典Jl第1巻､419-421頁参照｡
③小規模校については､教員組織･施設･整備の拡充が
困難であり､子どもたちの人間関係の多様性､広がり
にも制限があることなどを理由に教育効果への疑問が
投げかけられてきた｡しかし､一方で､児童･生徒と
教員､学校と家庭 ･地域との密接なかかわりによる教
育効果も指摘されてきた｡このように小規模校の評価
は分かれ､どのような尺度で ｢適正規模｣を捉えるか
については今日においても課題であり続けている｡
④中央教育審議会答申 ｢公立小 ･中学校の統合方策につ
いて｣(1957年11月)｡
⑤廃校施設の用途や維持･管理の仕組みについては､前
掲書①および文部科学省大臣官房文教施設企画部施設
助成課 r廃校[)こ.1-アル50選Jl参照｡
⑥神河町において廃校になった2小学校がいかに集落の
拠点機能を果たしてきたかについては､学区民のイン
タビ.1-を通して明らかにしている｡拙稿 ｢学校機能
の複合性に関する考察一兵庫県神河町の廃校事例を通
して｣2004年度-2006年度科学研究費補助金研究成果
報告書 ｢学校施設の複合化に関する研究｣(研究代表
者 ･四方利明)｡
⑦延藤安弘 ｢これからの住まい･まちづくり学習の視点
と方法｣(財)住宅組合研究財団住教育委旦全編 rま
ちはこどものワンダーらんどJ]風土合､1998年参照｡
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延藤は､住まい･まちづくり学習を ｢人間一環境系の
多層多元的な<つながり><かかわり>の再創造過程｣
だと述べている｡同書､25頁｡
⑧旧制度の里親経験者に対するインタビ.1-については､
前掲書⑥を参照のこと｡
⑨神河町地域交流センター山村留学神河やまびこ学園
｢やまびこ通信｣第2期生第1号2008年5月､育てる会
HP http://www.sodateru.or.jp/参照｡
⑩専門指導員が住民票を神河町に移したため､2006年3
月現在47.7%だった新田･作畑地区の高齢化率は､
2008年8月現在41.4%となっている｡
⑫2008年5月24日､新田･作畑地区の方々へのインタビ.1-｡
応じてくださったのは､山びこ学園に併設されている
体験交流会館で催されているふれあい喫茶 ｢きちゃっ
た｣に集った集落の人たちである｡
⑫神河町地域交流センター r｢心の収穫｣作文集Jl2007
年11月｡
⑬前掲 ｢やまびこ通信｣第1期生第5号2007年12月､1頁｡
⑭新制度に入ってからの里親へのインタビ.1-は､2007
年10月24日､山びこ学園において行った｡応じてくだ
さったのは､里親7人である｡
⑬校長へのインタビ.1-は､2008年5月24日､越知谷小
学校において行った｡
⑯前掲 ｢やまびこ通信｣第1期生第5号2007年12月､27頁｡
⑰同上｡
⑩前掲 ｢やまびこ通信｣第1期生第8号2008月3月､21頁｡
⑩同上､1頁｡
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(平成20年8月18日受付)
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